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名

誉

教

授

金

子

幸

彦

略

歴

明
治
四

十

五

年
(

一

九
一

二

年
)

一

月
五

日

和
歌
山
市
出
身
林
波
雄
(

一

八

七

三

-
一

九
四

六
)

お

よ

び

新

潟
市
出
身
林
ヒ

サ

(

一

八

八

〇

-
一

九

四

七
)

の

次

男
と

し
て

東
京
市
新
宿
区
牛
込

津
久

戸
町
に

生
ま

れ

る
｡

長
姉
中
里

フ
､

､

､

(

一

九

〇
三

-
､

東
京
女

子

師

範

卒
)

､

兄
林
貞
一

郎
(

一

九
〇
五

1
､

慶
応
義

塾

大

学

卒
)
､

次

姉
海
藤
小

枝
(

一

九
〇
八

-
､

淑
徳
高
女
卒
)

｡

大
正

七

年
(

一

九
一

八
年
)

四

月

東
京
市
新

宿
区

津
久
戸
尋
常
小

学
校
に

入

学
す

る
｡

大
正

十
三

年
(

一

九
二

四

年
)

三

月

右
を

卒
業
す
る
｡

四

月

私
立
早

稲
田

中
学
校
に

入

学
す
る
｡

大
正

十
四

年
(

一

九
二

五

年
)

五

月

母

方
の

金
子

姓
を
つ

ぐ
｡

昭
和
四

年
(

一
九
二

九
年
)

･

三

月

早
稲
田

中
学
校
を

卒

業
す

る
｡

四

月

東
京
外
国
語
学
校
露
語
部
文

科
に

入

学
す
る
｡

昭
和
六

年
(

一

九
三
一

年
)

六

月

九

月

十

月

昭
和
七

年

四

月

昭
和
九

年

治
安
維
持
法
違
反
容
旗
に

よ

り

逮
捕
さ

れ

る
｡

起
訴
留
保
に

て

釈
放
さ
れ

る
｡

東
京
外
国

語
学

校
よ

り

無

期
停
学
を

命
ぜ

ら
れ

る
｡

両

親
と

共
に

千
稟
児
市
川

市
宮
田

に

転
居
す

る
｡

(

一

九

三
二

年
)

右

停
学
を

解
除
さ

れ
､

一

年
下
の

級
に

復
学
を

許
さ

れ

る
｡

(

一

九
三

四

年
)

三

月

東
京
外
国
語
学
校
を

卒
業
す

る
｡

六

月

東
京
逓
信
局
嘱
託
と

な

る
｡

昭
和
十

二

年
(

一

九
三

七

年
)

四

月

東
京
逓
信
局

書
記
と

な

る
｡

昭
和
十

四

年
(

一

九
三

九

年
)

四

月

逓
信
省
電
務
局
属
と

な
る
｡

五

月

召
集
令
状
を

受
け

入

隊
し

た
が
､

即
日

帰
郷
と

な

る
｡

昭
和
十

七

年
(

一

九
四
二

年
)

五

月

山
本
つ

く
も

(

.一

九
二

二

年
東
京
市
品
川
区
生
)

と

結
婚
｡

昭
和
二

十
二

年
(

一

九
四

七

年
)

三

月

逓
信
省
電
務
局
を

退
職
す
る
｡
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昭
和
二

十

三

年
(

一

九
四

八

年
)

四

月

東
京
商
科
大
学
予
科
非
常
勤
講
師
と

な

る
｡

六

月

東
京
都
三

鷹
市
井
の

頭
に

居
を

移
し
､

現
在
に

至
る
｡

昭
和
二

十

四

年
(

一

九
四

九
年
)

四

月

東
京
商
科
大
学
専
門

部
非
常
勤
講
師
を

兼
ね

る
｡

同
月

東
京
経
済
大
学
非
常

勤
講
師
と

な

る

(

昭

和
二

十
五

年
三

月
ま
で
)
｡

昭
和
二

十

六

年
(

一

九
五
一

年
)

四
月

一

橋
大
学
社
会
学
部
講
師
に

任
ぜ

ら
れ

る
｡

昭
和
二

十
八

年
(

一

九
五
三

年
)

四

月

北
海
道
大
学
講
師
お

よ

び

同
大

学
ス

ラ
ブ

研
究
施
設
客
員

研

究
員
に

併
任
さ

れ

る

(

昭

和
四

十
七

年
三

月
ま
で
)
｡

昭
和
二

十

九

年
(

一

九
五

四

年
)

四

月

一

橋
大
学
社
会
学
部
助
教
授
に

任
ぜ

ら
れ

る
｡

昭
和
三

十
〓

年
(

一

九
五

七

年
)

四

月

一

橋
大
学
社
会
学
部
教
授
に

任
ぜ

ら

れ
る
｡

昭
和
三

十

七

年
(

一

九
六
二

年
)

六

月

ソ

連
作
家
同
盟
招
待
に

よ

り
一

カ

月

問

訪
ソ
｡

昭
和
三

十

九
年
(

一

九
六

四

年
)

四

月

東
京
農
工

大

学
非
常
勤
講
師
と

な

る

(

昭

和
四

十
年
三

月

ま

で
)

｡

五

月

一

橋
大
学
前
期
部
長
に

併
任
さ

れ

る

(

昭

和
四

十
一

年
五

月
ま

で
)

｡

昭
和
四

十
二

年
(

一

九
六

七

年
)

六

月

ソ

連
､

チ
ェ

コ

ス

ロ

プ
ァ

キ

ヤ

そ
の

他
へ

出
張
を

命
ぜ

ら

れ

る

(

十
一

月
ま

で
)

｡

昭
和
四

十

四

年
(

一

九
六

九
年
)

五

月

社
会
学
部
評
議
員
に

併
任
さ

れ
る

(

同
年
十
二

月
解
任
)

｡

六

月

長
女
春
枝
(

昭

和
十
九
年
生
)

結
婚
す
る
｡

昭
和
四

十
五

年
(

一

九
七

〇
年
)

四

月

早

稲
田

大
草
大
学
院
文
学
研
究
科

非

常

勤

講

師
と

な

る

同
月

昭
和
五

十

年

四

月
一

日

同
月
二

日

(

昭

和
五

十
一

年
三

月
ま

で
)

｡

東
京
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
と

な

る

(

昭

和
四

十
六

年
三

月
ま
で
)
｡

(

一

九

七

五

年
)

停
年
に

よ

り
一

橋
大
学
を

退
職
す

る
｡

一

橋
大
学
名
誉
教
授
の

称
号
を

受
け
る
｡
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